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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
MYOKO SANDWICH
グランプリ

フォカッチャの⾷感と⾵味、新鮮な妙⾼野菜の味わいが楽しめる

地域の恵みを詰め込んだ地産地消型の明確な理念が素晴らしい

コシヒカリのパンと⾼原トマトが新潟の豊かな⾷を感じるサンド
妙⾼⾼原の⾃然と⾷材を⽣かしたサンドイッチが印象的

いくつかにカットしてあると⾷べやすい
⽶粉や野菜以外のハムやチーズなども可能な限り地域産のものを
⽣野菜使⽤のため保存期間が短く流通や販売での管理リスクがある

ポーションが⼤きく厚みもあり⾷べにくい

⽴ち⾷いや⾷べ歩きには包装紙が邪魔で⾷べづらい
⾷感のアクセントが加わると、さらに満⾜感が⾼まるのでは
英語表記がわかりにくい 妙⾼は漢字でのアピールの⽅が伝わる

パンと具材のバランスがよく、⾷べ応えもあり⾼い満⾜感がある

⼿に取った瞬間、⼿作りの温かみを感じさせる仕上がりの商品

第94回（2025年12⽉）

1.5%

6.0%

4.5%

3.0%
1.5%

4.5%

点数分布は、⾦賞相当が34％、グランプリ相当が66％を占めた 
結果、総合評価91点でグランプリ受賞となりました。グラフが⾼得
点に集中した理由として、商品の完成度や訴求⼒の⾼さが⾼評価を
得たと考えられます。 Webアンケートでは全設問において7割以上
の審査員が好意的な回答を⽰しています。特に「商品への興味」は
92.5%、「ターゲット層」は82.1％で商品に対する強い関⼼の⾼さ
がうかがえ幅広いターゲット層へのアプローチの可能性を感じます。

妙⾼の魅⼒発信、サステナブルを意識した商品企画が素晴らしい
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

表⾯は⼩⻨⾊、断⾯は⽣成⾊の⽣地
の間に野菜やハム・チーズの彩り

野菜や⽣ハムに光を透す透明感
⽣地にもうっすらエアリー感

パン表⾯にくぼみを囲む焼き⾊の
グラデーション

妙⾼⾼原の⾵の匂いを感じる地元
愛の詰まったフォカッチャサンド

フォカッチャの焼けた⾹ばしい⾹り
新鮮野菜のフレッシュな⾹り

チーズやトマトの酸味を感じる匂い
バジルやスパイスの芳⾹な⾹り

妙⾼⾼原の⾃然の中で頂く妙⾼の恵みを包んだ「MYOKO SANDWICH」。妙⾼の雪解け⽔が育むコシヒカ
リの⽶粉を⽣地に具材には⾼原トマトを使⽤し、粉からブレンドして仕込むスクラッチ製法の⾼加⽔⽶粉フォ
カッチャのサンドは、「妙⾼を味わう」スペシャルな体験をかなえてくれます。断⾯からのぞく妙⾼産の⾼原
トマトやルッコラなどの葉野菜、⽩いモツァレラチーズにピンクの⽣ハムが彩り鮮やかでボリューミー、フォ
カッチャの表⾯は美しい⼩⻨⾊の焼き⾊で⾹ばしいフォカッチャの⾹りとトマトやチーズの芳醇な⾹りが程よ
く嗅覚を刺激し、⾷べる前からワクワク期待が⾼まります。透明フィルムの袋と耐⽔性のあるクラフト紙に包
まれたサンドはアウトドアでも⼿を汚さず⼿軽に頂けて、⼿作りの温もりが感じられる魅⼒的な商品です。簡
易包装でゴミも少なくサステナブルな設計も評価されています。⼀⽅評価コメントの中には、1つのポーショ
ンが⼤きく⾷べにくいという声も複数上がっており、切込みを⼊れるなど⾷べやすさへの改善や、パッケージ
にネーミングやパンの特徴の表記があるとより魅⼒の伝わりお客様が⼿に取ってみたくなるでしょう。
妙⾼の素材に惹かれ、郷愁にかられることで⾷前に“早く⾷べたい”そんな思いに⼼が躍りました。

妙⾼でのみ味わえる地産地消型商品 
サンドをクラフト紙でラッピング

10㎝×10㎝×4.5㎝ ＠190g〜
200g 分割カットなし個包装

パン⽣地に新潟産コシヒカリの⽶粉
使⽤ 温かみと⼿作り感を感じる

⾹ばしさと爽やかさ⾹る妙⾼⾼原
の地産地消⾷材サンドイッチ

じっくり焼いた⽶粉⽣地の⽢く
⾹ばしい匂い

もっちりしたパンにソースや果汁
の浸みた⾹ばしさく爽やかな匂い
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

審査会では、妙⾼から届いて間もないフレッシュなMYOKO SANDWICHを1⼈1個試⾷させて いただきま
した。まず驚いたのは、ボリューミーで美しい断⾯のインパクト、芳⾹の素晴らしさです。開封し⾷べると
きどうやって⾷べるのか⼀瞬迷いましたが、⾷べ⽅は特に指⽰はなかったので審査員それぞれ好きな⾷べ⽅
で試⾷いたしました。私は⾷べやすいよう3分の1ほどの幅にカットして⼝にほおばると、まずふっくらもっ
ちりしたフォカッチャの⻭応えと⾹ばしい⾹りが広がり、そして爽やかなバジルの⾹り、トマトの果汁、な
めらかな⾆触りのチーズ、⽣ハムが、⼝の中でほぐれたパンと調和し、とてもバランスのよい豊かな⼀体感
のある味わいを堪能することができました。サイズは⼤きめですが、ふんわりして⼝どけがよく重たさを感
じず、⼀⼝ごとに満たされていく幸福感があり、⾷べ終わるころには しっかりとした満⾜感が残ります。

⾷中体験は、味、⾹り、⾷感、サイズ感全てにおいて満⾜感も⼗分で、妙⾼の素材の⾵味が⼝の中に、余
韻としてしばらく感じられ、優しい匂いが⿐を抜け五感を刺激して“美味しさ”へと導いてくれました。

妙⾼⾼原トマトとチーズ、バルサ
ミコ酢が調和したまろやかな酸味

苦味はほとんど感じられない  焼き
上げたパンのほのかな⾹ばしい苦み
噛むほどにあふれる⽣ハムやチーズ
トマトが⼀体となった深い旨味
コシヒカリ⽶粉由来の⾃然な⽢み  
妙⾼⾼原トマトの爽やかな⽢み
⽣ハム、チーズ、バジルソースが
調和したまろやかな優しい塩味

地域の恵みを⽣かした妙⾼限定の
「妙⾼を味わう」体験サンド

⾹ばしいパンと素材の爽やかな匂い
が調和しワクワク感をかきたてる
素材の鮮度、⾹りを⼤切に冷蔵で
妙⾼の豊かな⾷を⾹りと共にほおば
る
パン⽣地はもっちり、具材は程よく
柔らかで⼝の中でパンと調和
表⾯はやや乾燥、具材とサンドし
た⽣地はしっとり

具材のモツァレラチーズと⽣ハムに
若⼲の粘性
柔らかさと適度な弾⼒のある⻭応え
とくちどけの良さ

フォカッチャと葉野菜のリズミカ
ル＆チーズと⽣ハムのなめらかさ

ふっくらもっちり⾷感のフォカッチャ  
チーズやハムのしっとりした⾆触り
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

フォカッチャと中に挟んだ様々な具材とのバランスが絶妙で、⾷
感、⾹り、味わい共に全体的な調和がとれていて、丁寧な仕上が
りに⾼い満⾜感が得られる パンの⾹ばしさと爽やかな酸味が後
味の余韻として感じられ最後まで美味しさを堪能できる

妙⾼⾼原の⼤⾃然を楽しみながらいただく、妙⾼産⾷材をいかし
た「妙⾼を味わう」地産地消・体験サンドイッチ コシヒカリの
⽶粉を使⽤したフォカッチャでサンドした⾼原トマトなど新鮮地
元⾷材の味は格別で、妙⾼の魅⼒を再発⾒させてくれる

妙⾼⾼原といえば登⼭やウインタースポーツで注⽬の観光スポッ
ト。アウトドアで頂く⾷事は⼿軽に頂け、極⼒ごみを出さない簡
素化したパッケージが望ましい。本商品は⼈にも⾃然環境にも優
しいサステナブルなサンドイッチ

パン⽣地には⽶粉、具材にたっぷりの妙⾼産野菜とチーズ、⽣ハ
ムと栄養バランスのとれたとてもヘルシーなサンドイッチ。妙⾼
の素材の持ち味を⽣かし地元農家と連携した商品づくりは、地域
の⼈と妙⾼を訪れる観光客に恵みを与えてくれる

五味 評点

酸味 3

苦味 2

うま味 5

⽢味 3

塩味 4

広義の味 評点

地域の味 4

旬の味 3

優しい味 5

素材の味 5

⾼品質な味 5

五感 評点

視覚 4

聴覚 2

触覚 5

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

⽣地に新潟県妙⾼産「コシヒカリ」の⽶粉、具材に妙⾼産ブランドトマト「⾼原トマト」を使⽤し、地域性と
独⾃の⾵味、⾷感を追求しています。サンドするパンは⾷パンではなくフォカッチャにすることで⽶粉の特性が
⾷感や味わいに⽣かされ、程よい⽢味と酸味の⾼原トマトが断⾯から覗き彩りを添え、他の葉野菜やチーズ、
⽣ハムなどの具材とパンを調和させる⼤きな役⽬を担っており、味わい、ボリューム共に⼤変満⾜感があります。
ニュース性としては「妙⾼を味わう」「サステナブル」といった地域性と⾃然環境への配慮も評価されています。

WEBサイトやSNSでの⾃社発信をはじめ、地元イベントへの参加、本Japan Food Selectionや「おもてなしセ
レクション」へのチャレンジ、地元紙やケーブルテレビなどへの発信など積極的な情報発信や話題作りへの取り
組み、広報に対する前向きな姿勢が⾼く評価されています。センスを感じるInstagramでは動画も取り⼊れパン作
りのこだわりやパンの情報を発信しファンづくりを進めていらっしゃる点は素晴らしいです。また笑顔、思いや
りの接客、お客様相談室・クレーム対応窓⼝の設置などホスピタリティについても意識の⾼さが感じられます。

地元の⾼品質素材を使⽤し妙⾼のブランド⼒を反映させた商品です。地域密着の妙⾼産素材を求める地元消
費者と妙⾼を訪れる観光客・インバウンド層へのアプローチで、地元消費での地域貢献、本商品を通して観光
客への地元ブランド⾷材の発信が、妙⾼の魅⼒のブランディングに繋がっています。またヘルシー素材のサン
ドイッチを環境に配慮したパッケージで包んだ本商品は「健康志向」「サステナブル」「地産地消」「体験型
観光」の市場トレンドにも合致しており、今後観光業と連動した体験型コンテンツの注⼒が期待されます。

「MYOKO SANDWICH」という英語表記のシンプルなネーミングですが、増加するインバウンド需要を想定し、
直観的に妙⾼の地域性を伝える効果があります。商品のストーリー、特徴はサブタイトルで補完されていて商品
の魅⼒が伝わるわかりやすいネーミングです。パッケージは、耐油・耐⽔性に優れたクラフト紙で丁寧に包み、
透明フィルムの外袋から断⾯が⾒える⼯夫があり、⾒た⽬のインパクトと⼿作りの温もりが感じられます。他店
に並べ販売する際は商品名シールの必要性やルビの表記、購買意欲を⾼めるための改善の余地があると考えます。 

地域密着型のブランドとして「妙⾼らしさ」を明確に打ち出しており、観光と地産地消の両⽴を実現していま
す。「妙⾼を味わう」というコンセプトで地域性と品質のストーリーを⼤切にし、地産地消を推進し地域の誇り
と未来を育むことを⽬指す姿勢がパトラッシュのパンに具現化されています。妙⾼産コシヒカリの⽶粉を核とし
た商品ラインを展開しており、将来的なブランド拡張の基礎が整っています。また観光客やインバウンド層に⾷
を通じて妙⾼ブランドを認知してもらうことで、貴社のブランディング⼒もより⾼まっていくことでしょう。

素材⾯では、妙⾼産コシヒカリの⽶粉や⾼原トマトなど信頼性の⾼い地元素材を使⽤しており、顔の⾒える
素材としての安⼼感があり、添加物・保存料不使⽤という点が評価されています。また環境配慮型のメッセージ
を添えることで素材イメージをさらに⾼められます。安全性については、懸念点としてPL保険未加⼊、トレー
サビリティ管理、⾷材である農作物の農薬検査が実施されてない点がマイナス要素となっています。安全性の裏
付けとしてのデータ不⾜が今後の課題で、法的安全保障⾯での整備が求められます。
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89%
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新潟県妙⾼⾼原で⼈気のカフェ＆ベーカリー パトラッシュ、地域密着型のブランドとして「妙⾼らし
さ」を明確に打ち出し、観光と地産地消の両⽴を実現しているその⾏動⼒と地域貢献への取り組みに敬意
を表します。特に新潟名産のコシヒカリの⽶粉を核とした製品ラインの展開は将来的なブランドの広がり
の可能性を感じます。今回出品の「MYOKO SANDWICH」は、まさに、妙⾼の⾃然と⾷材を⽣かし「妙
⾼を味わう」体験を提供する商品で、特にコシヒカリの⽶粉のフォカッチャの⾵味や⾷感がオリジナリ
ティが感じられ、⾼原トマトや地元産の葉野菜、チーズやハムなど具材とのバランスが取れていて満⾜感
のある印象的なサンドイッチとして多くの審査員から⾼い⽀持を得ています。⾷材の要望として⾼原トマ
トの増量や、⽶粉と野菜以外の⾷材の地元産への⾒直しがあるとより地域性を打ち出すことが可能になり
ます。「MYOKO SANDWICH」の英語表記のネーミングについては、増加するインバウンド需要を想定
し、直観的に妙⾼の地域性を伝える効果があり、サステナブルなパッケージについても好印象です。市場
性については、地域密着型の商品でターゲットは限定的ですが、妙⾼産のヘルシーな材料で作られた本商
品は、健康志向や地産地消、サステナブルといった市場トレンドにも合致した商品でマーケット的に求め
られる商品といえます。価格的には、観光での体験型商品としては適正で⾼品質素材や地元ブランド⼒が
反映された価格といえます。⼀⽅で今後の課題として、本商品は⽣鮮野菜を使⽤した商品なので販売展開
が限定的であること。現在オンライン販売は⾏っていますが、MYOKO SANDWICHについては、具材を
⼯夫し冷凍での全国発送が可能な商品展開を可能にすることで、より認知度が⾼まり⾼いブランディング
を⽬指すことができるでしょう。 
本商品は、多様化する⾷の価値観の中でも光る存在です。今後さらに多 くの⽅にその魅⼒が届くことを
願い、貴社の更なるご発展を審査員⼀同、⼼より祈念申し上げます。

全体として全要因89％〜92％のバランスの取れた⼤き
な六⾓形となり、各要因において⾼い評価を獲得しまし
た。 「内部的要因」と「マネジメント・PR要因」は共
に92 ％で、地域の⾷材を⽣かした商品の 美味しさや
満⾜度の⾼さが、また前向きな広報姿勢やホスピタリ
ティについても⾼い評価を得ています。「市場要因」と
「素材・安全性要因」は共に91％で、素材は地産地消に
こだわり観光客やインバウンド需要を想定している点が、
「ブランディング要因」は90％で、MYOKOをブランド
として地元らしさを打ち出している点が評価されていま
す。「外部的要因」は89％と堅調ですが、商品の外観か
ら内容が感じられない点がマイナス要因となり、シール
等でのパッケージデザインの改善が望まれます。



ジャパン・フード・セレクション

J a p a n F o o d S e l e c t i o n


